
ＪＴＢ旅ホ連　７支部連合会が総会
北
海
道
支
部
連
合
会

桶
川
氏
が
会
長
就
任

関
東
支
部
連
合
会

地
域
主
体
に
支
部
活
動

中
部
支
部
連
合
会

訪
日
旅
行
の
誘
客
強
化

西
日
本
支
部
連
合
会

会
長
に
増
田
氏
を
選
任

九
州
支
部
連
合
会

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
重
要

沖
縄
支
部
連
合
会

会
員
活
動
を
原
点
に

東
北
支
部
連
合
会

新
会
長
に
小
口
氏
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　ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟は２０１７年度
通常総会を６月日に東京・新宿の京王プラ
ザホテルで開く。全国から会員代表が集まる
この総会に向けて、北海道から沖縄までの７
支部連合会の通常総会も各地で開催された。

　
総
会
の
様
子

　
壇
上
に
並
ぶ
桶
川
新
会
長

（
右
端
）
と
副
会
長
５
人

　
総
会
の
様
子

　
中
部
支
部
連
合
会
（
濱
田

政
利
会
長
＜
延
楽
＞
、
９
０

８
会
員
）
は
５
月

日
、


年
度
通
常
総
会
を
長
野
県
軽

井
沢
の
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
で
開
催
し
た
。

年
度

は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
飛

躍
的
に
伸
び
続
け
る
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
し
っ
か
り
と

補
足
す
る
こ
と
を
含
め
、
さ

ら
に
国
内
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

指
す
。

　
国
の
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
振
興

の
動
き
が
全
国
で
活
発
化
し

て
い
る
た
め
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
行

政
と
と
も
に
地
域
交
流
事
業

に
よ
る
人
流
づ
く
り
と
宿
泊

増
売
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

単
年
度
の
宿
泊
販
売
の
拡
大

と
質
の
向
上
に
こ
だ
わ
り
続

け
る
と
と
と
も
に
、安
定
的
、

中
長
期
的
に
宿
泊
販
売
を
伸

ば
す
た
め
に
は
、
「
人
財
育

成
」
と
「
組
織
強
化
」
が
重

要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を

強
く
意
識
し
つ
つ
、
事
業
を

推
進
す
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
け
入
れ

拡
大
の
施
策
と
し
て
は
、
本

部
支
援
策
を
活
用
す
る
ほ

か
、
中
部
圏
誘
致
協
議
会

「
海
外
誘
致
誘
客
事
業
」
と

の
連
携
、
タ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

を
利
用
し
た
中
部
域
内
へ
の

誘
致
、
観
光
周
遊
ル
ー
ト
を

活
用
し
た
具
体
的
な
商
品
造

成
へ
の
寄
与
な
ど
を
進
め

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

の
受
け
入
れ
態
勢
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
沖
縄
支
部
連
合
会
（
新
垣

哲
雄
会
長
＜
ザ
・
ブ
セ
ナ
テ

ラ
ス
＞
、
１
３
８
会
員
）
は

５
月

日
、

年
度
通
常
総

会
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ

ュ
ー
で
開
い
た
。

年
度
事

業
は
、
会
員
活
動
が
原
点
で

あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、

「
宿
泊
増
売
」
と
「
地
域
振

興
・
観
光
振
興
」
「
人
財
育

成
」
「
組
織
強
化
」
の
４
本

柱
で
推
進
す
る
。

　
宿
泊
増
売
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
沖
縄

事
業
部
で
の
宿
泊
販
売
額
目

標
「
３
３
０
億
円
以
上
」
の

達
成
に
向
け
、
宿
泊
人
員
の

拡
大
と
と
も
に
単
価
ア
ッ
プ

を
目
指
す
。
「
お
客
様
紹
介

運
動
」
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行

企
画
が
提
唱
す
る
施
設
Ｍ
Ｄ

に
対
応
す
る
こ
と
で
販
売
の

最
大
化
を
図
り
、
三
位
一
体

（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄
、
沖
縄
事
業

部
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ロ
ー
バ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベ

ル
）の
連
携
を
一
層
密
に
し
、

連
合
会
主
体
の
宿
泊
増
売
事

業
を
推
進
す
る
。

　
地
域
振
興
・
観
光
振
興
で

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
沖
縄
の
Ｄ
Ｍ
Ｃ

戦
略
に
対
し
て
協
力
、
支
援

し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画

沖
縄
事
業
部
が
行
う
着
地
型

事
業
を
支
援
す
る
。

　
関
東
支
部
連
合
会
（
竹
内

順
一
会
長
＜
大
洗
ホ
テ

ル
＞
、
７
６
０
会
員
）
は
５

月

日
、

年
度
通
常
総
会

を
千
葉
・
木
更
津
の
龍
宮
城

ス
パ
・
ホ
テ
ル
三
日
月
富
士

見
亭
で
開
催
し
た
。

年
度

は
、「
活
発
な
交
流
機
会
の
創

出
・
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
四
つ
の
柱

「
宿
泊
増
売
」「
地
域
振
興
・

観
光
振
興
」「
人
財
育
成
」「
組

織
強
化
」
を
遂
行
し
、
地
域

主
体
に
よ
る
支
部
活
動
を
徹

底
的
に
支
援
す
る
。

　
【
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
総

合
評
価
優
秀
旅
館
・
ホ
テ
ル
】

　
旅
館
の
部
＝
赤
倉
観
光
ホ

テ
ル
（
赤
倉
温
泉
）、一
番
湯

の
宿
ホ
テ
ル
小
暮
（
伊
香
保

温
泉
）、あ
さ
や
（
鬼
怒
川
温

泉
）、鬼
怒
川
金
谷
ホ
テ
ル

（
同
）
、
ホ
テ
ル
洲
の
崎
風

の
抄
（
館
山
）
、
ラ
ビ
ス
タ

富
士
河
口
湖
（
河
口
湖
）
、

風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ａ

（
同
）
、
和
心
亭
豊
月
（
元

箱
根
）、強
羅
花
扇（
強
羅
）、

ふ
き
や
（
湯
河
原
）
。

　
ホ
テ
ル
の
部
＝
東
京
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
（
東
京
駅

付
近
）、ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
丸
の
内
（
同
）、帝
国
ホ

テ
ル
（
新
橋
・
銀
座
）、グ
ラ

ン
ド
ニ
ッ
コ
ー
東
京
　
台
場

（
同
）
、
ザ
・
プ
リ
ン
ス
　

パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京
（
品
川

・
浜
松
町
）
、
ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
東
京（
赤
坂
・
六
本
木
）、

ホ
テ
ル
椿
山
荘
東
京
（
池
袋

付
近
）
、
横
浜
ベ
イ
ホ
テ
ル

東
急
（
横
浜
）
、
横
浜
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル（
同
）、

ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
東
京
ベ
イ

（
新
浦
安
・
浦
安
）
。

　
東
北
支
部
連
合
会
（
４
３

０
会
員
）は
５
月

日
、


年
度
通
常
総
会
を
盛
岡
市
の

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
Ｎ
Ｅ
Ｗ
　
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
で
開

い
た
。
役
員
改
選
を
行
い
、

岡
崎
彌
平
治
会
長
（
深
山
荘

高
見
屋
）
に
代
わ
る
新
会
長

に
小
口
憲
太
朗
氏
（
四
季
彩

一
力
）
を
選
任
し
た
。

　

年
度
事
業
で
は
「
活
発

な
交
流
機
会
の
創
出
・
個
性

あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
基
本

テ
ー
マ
に
、
活
発
な
連
合
会

活
動
に
向
け
組
織
を
強
化

し
、
東
北
へ
「
創
客
」
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

　
【

年
度
サ
ー
ビ
ス
優
良

施
設
】
八
甲
田
ホ
テ
ル
（
酸

ヶ
湯
温
泉
）、花
巻
温
泉
佳
松

園
（
花
巻
温
泉
）、大
沢
温
泉

山
水
閣
（
岩
手
大
沢
温
泉
）、

游
泉
志
だ
て（
志
戸
平
温
泉
）、

浄
土
ヶ
浜
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

（
浄
土
ヶ
浜
）、ウ
ェ
ス
テ
ィ

ン
ホ
テ
ル
仙
台
（
仙
台
）、茶

寮
宗
園
（
秋
保
温
泉
）、松
島

佐
勘
松
庵
（
松
島
海
岸
）、時

音
の
宿
湯
主
一
条
（
鎌
先
温

泉
）、深
山
荘
高
見
屋
（
蔵
王

温
泉
）、名
月
荘
（
上
ノ
山
・

葉
山
温
泉
）、湯
の
香
松
の
湯

（
天
童
温
泉
）、八
乙
女
（
由

良
温
泉
）、花
明
り
の
宿
月
の

池（
上
ノ
山
・
葉
山
温
泉
）、

天
童
荘
（
天
童
温
泉
）
、
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
山
形

（
山
形
）
、
海
辺
の
お
宿
一

久
（
湯
野
浜
温
泉
）
、
裏
磐

梯
高
原
ホ
テ
ル
（
磐
梯
高

原
）
、
あ
だ
た
ら
の
宿
扇
や

（
福
島
岳
温
泉
）
。

　
北
海
道
支
部
連
合
会
は
５

月

日
、
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
で
２
０
１
７
年
度
通
常
総

会
を
開
き
、
役
員
改
選
や
事

業
計
画
な
ど
の
審
議
を
行
っ

た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
は
、
退
任
す
る
大
西

雅
之
会
長
（
あ
か
ん
遊
久
の

里
鶴
雅
）
の
後
任
に
桶
川
昌

幸
氏
（
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
）
を
選
任
。
副

会
長
に
新
任
４
人
を
含
む
６

人
を
選
出
し
た
。

　
会
員
約
１
６
０
人
の
ほ

か
、
来
賓
と
し
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅

ホ
連
本
部
の
福
田
朋
英
会
長

や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
大
谷
恭
久
常
務

取
締
役
ら
が
出
席
し
た
。

　

年
度
事
業
で
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
連
携
し
た
宿
泊
増
売
、

地
域
振
興
・
観
光
振
興
、
人

財
育
成
、
組
織
強
化
の
一
層

の
推
進
や
特
別
事
業
と
し
て

各
地
域
の
着
地
型
商
品
開
発

の
支
援
、
下
期
に
展
開
す
る

「
日
本
の
旬
　
北
海
道
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
積
極
的
に
取
り

組
む
。
昨
年
の
台
風
の
よ
う

な
大
き
な
自
然
災
害
で
著
し

い
来
客
減
少
が
生
じ
た
地
域

の
会
員
支
援
を
定
め
た
「
緊

急
誘
客
対
策
に
関
す
る
規

約
」を
承
認
し
、そ
の
対
策
資

金
の
積
み
立
て
も
決
め
た
。

　
ま
た
、
「
お
客
様
紹
介
運

動
」
や
「
サ
ー
ビ
ス
優
秀
旅

館
ホ
テ
ル
」
の
表
彰
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
事
業
説

明
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　
総
会
あ
い
さ
つ
で
、
大
西

会
長
は
「
大
き
な
自
然
災
害

に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た

が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携
に
よ

る
『
道
東
を
旅
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
の
取
り
組
み
や
新

幹
線
開
業
に
よ
る
道
南
地
域

の
牽
引
で
宿
泊
販
売
は
目
標

を
上
回
る
成
績
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
会
員
の
尽

力
に
感
謝
。
退
任
に
あ
た
り

「
会
長
と
し
て
７
期

年
、

大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
若

返
っ
た
新
体
制
で
変
化
す
る

時
代
に
向
か
っ
て
果
敢
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

　
こ
れ
を
受
け
桶
川
新
会
長

は
「
新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
未

来
を
見
据
え
て
頑
張
れ
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
皆
さ
ん
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
新
副
会
長
（
敬
称
略
）
＝

西
村
有
人
（
花
び
し
ホ
テ

ル
）
、
唐
神
昌
子
（
旅
亭
花

ゆ
ら
）
、
作
田
英
実
（
観
月

苑
）
、
清
成
淳
夫
（
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
）
。

　
九
州
支
部
連
合
会
（
４
１

１
会
員
）
は
５
月

日
、


年
度
通
常
総
会
を
宮
崎
市
の

シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
。
豊

田
康
裕
会
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
宿
泊
販
売
目
標
の
達
成

に
向
け
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
連
携

が
重
要
だ
と
訴
え
た
。

　
豊
田
会
長
は
、
「
昨
年
４

月
の
熊
本
、
大
分
地
震
で
は

多
く
の
支
援
を
い
た
だ
き
、

全
国
各
地
か
ら
研
修
、
社
員

旅
行
を
九
州
地
方
に
選
ん
で

い
た
だ
い
た
。
こ
の
震
災
の

経
験
を
皆
で
今
後
に
生
か
し

て
い
く
。
今
年
を
復
興
元
年

と
捉
え
た
い
」
語
っ
た
。
そ

の
ほ
か
、
訪
日
外
国
人
の
増

加
、
民
泊
な
ど
国
内
観
光
業

界
の
現
状
や
課
題
を
示
し

た
。

　
議
事
で
は

年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
、

度

事
業
計
画
・
収
支
決
算
報
告

な
ど
を
承
認
し
た
。

年
度

の
基
本
方
針
は「
宿
泊
増
売
」

「
人
財
育
成
」「
組
織
強
化
」

に「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」

を
加
え
た
四
つ
の
事
業
を
柱

と
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売

目
標
の
達
成
を
支
援
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
観
光
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
会
長

＝
古
田
和
吉
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
社

長
）
と
連
携
し
、
着
地
型
旅

行
ビ
ジ
ネ
ス
、
イ
ン
バ
ン
ド

事
業
な
ど
も
進
め
る
。
九
州

観
光
推
進
機
構
に
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
と
連
携
し
て
協
力
。
国
内

外
へ
の
誘
致
活
動
や
各
種
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
む
。

　
来
年
度
の
総
会
は
福
岡
県

で
開
催
す
る
予
定
。

　

　
西
日
本
支
部
連
合
会
（
藤

本
正
孝
会
長
）は
５
月

日
、


年
度
通
常
総
会
を
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
神
戸
（
神
戸
市
中

央
区
）
で
開
催
。
役
員
改
選

で
増
田
友
宏
氏
（
春
日
ホ
テ

ル
）が
新
会
長
に
選
ば
れ
た
。

藤
本
会
長
は
、
引
き
続
き
高

知
支
部
長
を
務
め
、
副
会
長

と
な
る
。
　

　
議
事
で
は
、

年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
な
ど
が
承
認
さ
れ

た
。

年
度
の
事
業
計
画
の

基
本
方
針
は
、
①
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
各
社
と
の
連
携
に
よ

る
宿
泊
増
売
の
促
進
②
地
域

振
興
・
観
光
振
興
の
推
進
③

「
人
財
育
成
」
の
推
進
、
教

育
へ
の
支
援
④
組
織
の
安
定

・
強
化
、
支
部
活
動
の
活
性

化
⑤
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
保
険
へ

の
加
入
促
進
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
連

事
業
の
各
事
業
の
利
用
促

進
。

　
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
藤

本
会
長
は
「
旅
館
・
ホ
テ
ル

を
取
り
巻
く
環
境
は
、耐
震
、

民
泊
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

難
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
宿
泊
客
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
ク
レ
ー
ム
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
へ
の
対
策
も
必
要

に
な
っ
て
き
た
。
旅
ホ
連
で

は
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

各
施
設
で
取
り
組
め
な
い
こ

と
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
発
言
。
ま
た
、

「
今
後
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し

た
施
策
を
実
施
し
て
い
く
」

と
強
調
し
た
。

　
新
た
に
会
長
に
就
任
し
た

増
田
氏
は
「
少
し
で
も
藤
本

会
長
に
近
づ
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
た
。


